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36期 石川 明弘

11月 8日 の金曜日、

“

期の西村さんと、その

中学生時イヽの友人 2名、そして私と、物理学科

の友人の計 5名で、楽しくお酒を飲む機会があ

った。

私と西村さんは、ワンゲ
｀
ルの先輩・後輩の間

柄である力ヽ 他の人々同士は全くの初対面であ

る。今日はなかなか珍しい面子で酒が飲めるな

と思い、片町′■子く。酒はおいしく、会議も弾

む。鯨 織 学部の友人も大満足で、「次

回があるのなら是非誘ってく才」 とのことで、

やはり「ワングル子」の名を欲しいままにした

西村さんの人徳ゆえになせるワザなのでしょう。

「あっ、そうそう。うち、舟田さんにパラグア

イでの 2年間について、書いてくれって頼まれ

てるんやった。」

と、ぼそりと言われる。思い出した。私も確か

原稿を頼まれている。まっいいや。今日は飲も

う。

鰍 主‐‐もう、許せん !締切を過ぎとるっち

ゅうのに、一緒になって飲んどるなんて。何が

忙しいんやて、エエ |?

「ご一報下されば、コンピューターにて、すぐ

書き直します」と添えてあったけれど、この苦

情を書き込むために、腹立ち紛れに自分で打ち

直してしまったワネ。)

そういえιま、ヮンゲルの 1柄贅tの鷲 だった

かと思う力ヽ こんなことを言っておられた。

「社会に出ても、学生時代の友達付き合いが続

くというのは大切なことだ。友達付き合いなん

てものは、一朝―夕には出来ないものだから、

大切にしなくてはいけないのではなかろう力ヽ 」

全くその通りで、この飲み会も西村さんと出会

ったから実現したわけで、感謝しなくてはいけ

ないなと思った。

8月 23日 の金曜日の早朝、立山ケーブル駅に

集合。今年で 4回目となる、蒲原 岬 追

悼山行の始まりである。

私は大学院の2回生でいまだに学生である力ヽ

この山イ子のメンツの大半はすでにそれぞれの仕

事を持っている。後輩の中にも、学生でなくな

った人々が多数いる。「 2泊 3日で会1岳本峰ま

で」が予定である力＼仕事その他の都合で1泊

2日 の人も約半数おり、その人々は明日会1沢で

現地集合することになっている。蒲原の御両親

は車ですでに到着されており、準備万全の様子。

昨年から、計画書は大学に提出せず、団装は

全て私物、または我々で購入した物で間に合わ

せることにし、これからも末永く続けていこう

と、こんなスタイルに決めた。ケーブル駅の広

場で、テント、鋼k食糧等を一杯に広ι六 団装

の荷分けのじゃんけん。掛け声にも気合カラ、り、

勝利者から順々に取っていく。初日の夕食とな

るはずであった鳥内約 2キ ロを、私の家の冷蔵

庫に置き去りにしてきた以外は、順調な滑り出

しである。こういったアクシデントがあると、

場の雰囲気は一気に和むが (言い調 、会言十の

l■l寸 さんは少々 め なヽり)困った様子で、近く

のなんでも屋で豚肉を調達していた。

久し振りに会う人々との会話も弾み、ケーブ

′kバ スを乗り継いで室堂着。さてさて、ここ

からは歩きである力ヽ 会lliF.ま でのトンネルが欲

しいと思ったのは、私だけだろうか?今年あた

りから誰がバテてもおかしくない状況になって

きている。ここから一度下って雷鳥沢へ そこ

から登り返してさらに下るあのルートを、それ

ぞれが考え想像するの力＼不安そうな顔力湿バ。

蒲原さんは作ったような笑顔を見せ、去年より

もパワーアッフ
゜
した感がある。llllで も、自宅付

近の山を登っておられるとかで、今年は行けそ

うである。そしてバテたのは今年もy期の柴田

君であった。

夕方、剣沢にて線香を焚き、会llE`こ手を合わ

せる。釘期には後輩としての付き合い、お期以

上には先輩としての付き合い、我々には同期と
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しての付き合い一で、考えることもそれぞれに

違っているはずである。

写真と花を供え、食]岳をしばらくば―っと見

ている間、もし蒲原がいたらどうなっていたの

かなと考えた。一まず彼は、受講カードの出し

忘れで留年するであろう。力ヽ 教授の恩赦で何

とか進学。夏、山以外の日は毎日海水浴へ。真

っ黒になる。冬、書手なスキーに無理矢理連れ

ていかれ、骨折、入院 我々が見舞いに行くも、

「ど一してお前らが来るんだヨ。可愛いねえち

ゃん―Aも来ね―じね―かヨ」と言うに決まっ

ているから、そこで我々のプラックユーモア出

動。フンゲル子に鉢植えのボタンの花を持って

いかせる力ヽ その意味が分かっていない彼は、

非常に喜ぶといったもので、次々と想像が膨ら

んでいく。

こんな想像をするのも、ここにこうしている

からなんだろうなとは思う力ヽ 4回目という慣

れなの力＼ 4年目という歳月なの力、初回の追

悼J・
・行の時のような緊張がない。ともあれ蒲原

の御両親と、剣岳本峰へ行きたい。今年こそは、

今年こそはと思う力え なかな力観 しない。去

年は、わずかに一服剣までであり、少 意々地に

なってきた感もある。明日は晴れるだろうか?

酒もそこそこに、明日に備えて就寝する。

鎚日土曜日。起床するが無情のガスがたちこ

めている。無理をすれば行けるのであろうカミ

それではこの山行の主旨から外れるので、とり

あえず二度寝を決め込む。どうしてこれほどま

で0こ ッキがないの力、

しばらくするとガスが晴れ′てきた。しかしも

う本峰へ行って帰ってくるだけの時間はない。

前貪1ま でならば行けるということで、支度を始

める。サブザックに、戦 水、その他一式を

詰めて出発も前剣まで何のことなく到着とノたか

にみえた力ヽ 実は、蒲原のお母さん力司 さヽな落

石に当たっていた。4ヽさな落石とはいえ、これ

は今後の重要課題として残る。前剣以上となる

と、たてばい、横ばい、「 1な ど、御両親には少

々怖い思いをしていただかなくてはならない。

その対策を万全にすることで、公Jに登りたい夢

を1+えてあげられるよう、確実なステップを亥l

んでいきたい。

テン場に戻れしぎ後は1泊 2日 組を待つだけと

なり、ビールを飲んで彼等を待つ。ビーノ哺 どヾ

んどんまわってきて、いい気持ちになり、貪1岳

がやけに近くに見えるようになった頃にその面

々力瀬lltした。剣沢が一気に賑やかになる。半

年、 1年、 2年ぶりかの再会である。職場の意

給料の話、結婚の話、それぞれの代で固まって

話している。みんなとても嬉しそうだ。

夕食の後、宴会はさらにパヮーアップした。

明日は帰るだけという気楽さと、剣岳本峰に登

っていない余剰体力で、話は尽きない。M期の

松浦さんと奥さスノも絶好調で、久し振りにマシ

ンガントークを聞く。酒が入ればさらにエンジ

ン全開、今夜は皆さんほんとうに楽しそうだ。

私自身も久し振りに腹の底から笑い転げる事が

でき、来年 も、再来年も、こうして再会できた

らいいなと思いつつ、シュラフに入った。

下山後、来年は縫期の奥先輩がチーフを務め

ることとなり、テントと鍋などを手渡す。そし

て、誰もがさの底で引っ掛かっていたことを、

ついに言Jめ がヽ口にする。

「 このスタイルで、本当にいいのだろうか ?」

ほとんどの人力ヽ 少なからず同じことを気にか

けていただろう。しかし、解決法を見出すのも

難しそうだし、ほったらかとノておけといった感

じであった。10月 下旬に%期で蒲原の墓参りに

行く予定なので、そこで酒を飲んで思っている

ことを言い合おうということにはなっている。

ともあれ、来年こそしま本峰へ登りたいもので

ある。

＼
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手
配
な
ど
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
二
回
ほ
ど

「腹
が
痛
い
。
ウ
ン
チ
が
し
た
い
。
身
体
が
動
か
な
い
」
な
ど
と
い
っ
て

い
た
の
に
急
に
静
か
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
身
体
が
マ
ヒ
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
呼
吸
も
脈
拍
も
、
見
て
い
る
ま
に
弱
く

な
っ
て
い
く
の
が
わ
か
る
。
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
き
た
よ
う
だ
。
事
態
は
急
を
要
す
る
。
再
度
、
現
状
を
伝
え
、
無

線
で
ヘ
リ
の
出
動
を
要
請
し
た
。
し
か
し
、
答
え
は

「
ノ
ー
」
で
あ

っ
た
。

自
然
と
神
に
祈
る
気
持
ち
に
な
る
。
付
近
を
通
る
登
山
者
も
足
を
止
め
、
国
唾
を
飲
ん
で
成
り
行
き
を
見
守
っ
て
い
た
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
を
待
っ
て
い
る
余
裕
な
ど
な
い
。
な
ん
と
し
て
で
も
、　
一
刻
も
早
く
運
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
思
っ
て

い
た
矢
先
、
呼
吸
が
停
止
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
が
マ
ウ
ス
ツ
ー
マ
ウ
ス
の
人
工
呼
吸
を
始
め
、
私
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
並
行
し
て
行

っ

た
。
最
初
は
、
す
ぐ
に
息
を
吹
き
返
し
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
停
止
し
て
し
ま
う
。
何
度
も
繰
り
返
す
う
ち
に
、
だ
ん
だ

ん
弱
く
な
っ
て
い
く
…
…
。

ど
の
く
ら
い
時
間
が
経
過
し
た
ろ
う
か
。
ま
っ
た
く
反
応
を
示
さ
な
く
な

っ
た
。
み
ん
な
、
一た
然
と
し
て
立
ち
つ
く
す
。

仲
間
の

「死
」
を
認
め
た
く
な
い
の
か
、
リ
ー
ダ
ー
は
狂
っ
た
よ
う
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
た
。
そ
れ
を
見
た
私

は
、
再
び
蘇
生
法
を
始
め
た
。
か
れ
こ
れ
二
十
分
以
上
も
経
過
し
た
だ
ろ
う
か
、
お
そ
る
お
そ
ろ
瞳
孔
を
確
認
し
て
み
た
。

完
全
に
散
大
し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
手
の
施
し
よ
う
が
な
い
と
判
断
せ
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
。
思
わ
ず
合
掌
す
る
。
リ
ー

ダ
ー
は
、
遭
難
者
に
し
が
み
つ
き
泣
き
出
し
た
。
残
っ
て
い
た
他
の
部
員
も
、
す
す
り
泣
い
て
い
る
。
認
め
た
く
な
く
て

も
、
こ
れ
が
遭
難
の
厳
し
い
現
実
だ
。

こ
れ
か
ら
は
救
助
で
は
な
く
、
遺
体
搬
送
と
な
る
。
無
線
で
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
が
い
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
、
遺

体
搬
送
の
準
備
を
し
た
。
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
野
営
管
理
所
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
剣
山
荘
の
息
子
さ
ん
の
力
を
借
り
て
交
替

で
担
ぎ
、
別
山
尾
根
を
下
り
た
。
途
中
、
文
部
省
登
山
研
修
所
の
先
生
方
や
受
講
生
も
加
勢
し
て
く
れ
た
。
身
長

一
七
五

セ
ン
チ
の
大
柄
な
遭
難
者
の
搬
送
は
難
儀
し
た
が
、
み
ん
な
の
協
力
で
安
全
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

一
服
飢
ま
で
来
た
と
き
、
も
う
す
ぐ
ヘ
ソ
が
来
る
と
の
連
絡
が
入
っ
た
。
最
後
の
と
こ
ろ
は
、
金
山
と
乗
彦
が
担
い
で

た
り
、
飢
山
荘
ヘ
ソ
ポ
ー
ト
ま
で
運
び
、
ど
う
に
か
間
に
合

っ
た
。

そ
し
て
、
や
っ
と
彼
は
、
あ
れ
ほ
ど
待
ち
望
ん
で
い
た
ヘ
ソ
コ
プ
タ
ー
に
乗

っ
て
、
ふ
も
と
の
町
へ
下
り
て
い
っ
た
。

あ
と
で
医
者
か
ら
聞
く
と
、
遭
難
者
は
骨
盤
骨
折
で
内
出
血
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
病
院
ま
で
ヘ
ソ
コ
プ
タ
ー
で
運
ん

で
も
間
に
合
わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

飛
び
去
っ
て
い
く
遭
難
者
を
見
送
り
な
が
ら
、
平
成
二
年
の
夏
、
北
壁
で
我
々
の
日
前
で
息
を
引
き
取
っ
た
小
学
校
の

女
先
生
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

山
は
本
当
に
怖
い
と
思
っ
た
。
こ
れ
で
、
自
分
た
ち
が
救
助
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
何
人
に
な
っ
た
ろ
う
か
と
考
え
る

と
、
複
雑
な
思
い
に
駆
ら
れ
る
の
で
あ

っ
た
。

私
に
背
負
わ
れ
、
抱
き
つ
い
て

「
あ

っ
た
か
い
」
と
呟
い
た
大
学
生
の
言
葉
が
、
妙
に
耳
に
残
っ
て
消
え
な
か
っ
た
。

「山岳警備隊 出動せよ !」

信 山藤 山藉 臨

東京新聞出版局)

から、転載しました。

2ページ前からお読み下

さい.

ゴーストライターのいる

ノンフィクションというこ

とで、多少事実とは違う記

述もあるようです力ヽ 馬期

蒲原 良太郎さんの事故の

ことです。
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登
山
者
の
多
い
別
山
尾
根
道
を
、
汗
を
拭
き
拭
き
登
る
。
私
が
現
場

へ
着
い
た
と
き
は
、
私
よ
り

一
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
足

の
長
い
乗
彦
が
す
で
に
現
着
し
、
「弱

っ
た
ぞ
」
と
、
し
か
め
面
で
遭
難
者
に
応
急
手
当
を
施
し
て
い
た
。
遭
難
者
は
、
岩

壁
の
下
で
腕
と
頭
か
ら
出
血
し
て
血
だ
ら
け
に
な
り
、
右
足
は
腫
れ
、
大
腿
部
か
ら
直
角
に
折
れ
由
が
っ
て
い
た
。

「痛
い
。
痛
い
。
足
が
動
か
な
い
」
と
呻
い
て
い
た
。
い
つ
ま
で
も
同
じ
場
所
に
置
い
て
お
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、　
ヘ
ソ

を
要
請
す
る
に
し
て
も
、
乗
せ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
ま
で
下
ろ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ザ
イ
ル
を
素
早
く
セ
ッ
ト
し

担
ぐ
と
、
さ
つ
き
ま
で

「寒
い
、
寒
い
」
と
い
つ
て
い
た
遭
難
者
が
私
の
背
中
に
抱
き
つ
い
て
、

「あ

っ
た
か
」

と
大
き
く
、
安
堵
の
息
を
つ
い
た
。
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
し
て
、

「
こ
れ
で
帰
れ
る
ん
で
す
ね
。
お
願
い
し
ま
す
。
ヘ
ソ
コ
プ
タ
ー
を
頼
ん
で
、
病
院
へ
運
ん
で
く
だ
さ
い
」

「腰
か
ら
下
の
感
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。
力
が
入
ら
ん
。
ど
う
な
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？
」

途
端
に
痛
み
出
し
た
ら
し
く
、

「無
茶
苦
茶
に
腹
が
痛
い
。
な
ん
と
か
し
て
く
だ
さ
い
」

し
が
み
つ
き
、
哀
願
す
る
。

「
わ
か
っ
た
ｏ
す
ぐ
に
場
所
の
い
い
と
こ
ろ
ま
で
下
ろ
し
て
や
る
か
ら
、
頑
張
れ
！
」

必
死
に
な
っ
て
い
た
ｏ
も
う
少
し
で
、
デ
イ
ル
な
し
で
も
歩
け
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
と
き
、

「腹
が
痛
い
。
下
ろ
し
て
く
れ
！
」

痛
み
に
耐
え
か
ね
た
の
か
、
腕
で
力
い
っ
ぱ
い
私
の
あ
ご
下
を
絞
め
た
。
息
も
で
き
ず
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ

た
と
思
い
、

「あ
と

一
〇
メ
ー
ト
ル
だ
。
頑
張
れ
！
」

励
ま
し
な
が
ら
、
急
い
で
平
ら
な
と
こ
ろ
へ
運
び
、
岩
の
上
に
下
ろ
し
た
。
す
る
と
今
度
は
、

「
ウ
ン
チ
が
し
た
い
。
ベ
ル
ト
を
外
し
て
ズ
ボ
ン
を
下
ろ
し
て
く
れ
」

と
い
い
だ
し
た
。
も
う
猶
子
が
な
い
。
乗
彦
が
無
線
で
懸
命
に
ヘ
リ
を
要
請
し
て
い
た
ｏ

避
「鏡

毎
』
”
ぽ
嘲

ツ 界
れ
理
一
々
贖
け
れ
「
「
い
九
神
一
剣
沢
は
晴
れ
て
よ
く
見
え
る
。
西
の
風
約
ニ
メ
ー
ト
ル
。
平
蔵
の

「
天
候
が
不
安
定
で
、
現
状
で
は
平
蔵
で
の
ビ
ツ
ク
ア
ツ
プ
は
高
度
的
に
も
不
可
能
。
平
蔵
の
出
合
か
鋼
山
荘
ま
で
搬
送

し
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
」

現
場
で
運
難
者
を
見
て
い
る
も
の
に
は
、
本
当
に
つ
れ
な
い
言
葉
が
返
っ
て
き
た
ｏ

運
べ
と
い
つ
た
つ
て
、
運
ぶ
こ
と
じ
た
い
危
険
な
の
は
日
に
見
一
て
い
る
。
か
と
い
つ
て
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
侍

つ
て

い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
担
ぐ
と
痛
が
る
こ
と
か
ら
内
臓
出
血
、
あ
る
い
は
助
骨
骨
折
も
考
え
ら
れ
る
。
ぐ
ず
ぐ
ず
し

て
い
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
少
し
で
も
早
く
病
院

へ
収
容
す
る
た
め
、
搬
送
す
る
決
断
を
し
て
派
出
所
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー

ト
と
力
強
い
応
援
を
要
請
し
た
。

あ る 事 故 か ら

15期 舟田 節子

8月 25日、前夜車中泊で、くろゆリクラブは

上駒 らヽ徳沐峠へ向かった。

くろゆリクラブは、12年前朝日新間に北陸の

百山が連載されたことをきっかけに、読むだけ
ではつまらない、実際に登ってみたい一の読者
の要望を受けて発足した。その企画で部数を伸
ばした支局長はとっくに転勤し、律儀に面倒を

見続けているの力ヽ 我がナカオ山岳会である。

「今の一」は決して若者だけではなく、中高
年にも蔓延している。中から次々とリーダー格

が育ってもいいのに、年々世話役が楽になって

もいいのに、ますます車の手配にも難渋し、絶

句するような質問を受けるようにもなってきて

もヽる。

(その日私は千葉へ出掛けていて、参加してい

たのは主人である。主人からの叉聞きの範囲

の記 )

くろゆリヘ入会 (総会時、若干名の補充があ

る)して2回目の山イ子であるA氏は、車中でも

連れとビー時た飲んで騒いでいた。くろゆりの

全員を知っているわけでもない主人は、随分な

めた人がいるもんだと果れたそうだヵヽ 徳本峠
へ着く手前で、故障者が出たとの騒ぎに近づい
てみると、案の定A氏であった。
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あ
る
大
学
生
の
死

谷
内
六
治

（上
市
署
／
分
隊
長
）

こ
れ
は
平
成
四
年
八
月
二
十
六
日
、
剣
岳
の

一
般
ル
ー
ト
、
カ
ニ
の
横
這
い
付
近
で
、
あ
る
大
学
山
岳
部
の
下
山
中
に

起
き
た
事
故
。
私
の
背
中
で
、
「あ
っ
た
か
い
」
と
呟
い
て
い
た
の
に
介
抱
の
甲
斐
な
く
、
日
の
前
で
息
を
引
き
取
っ
た
大

学
生
の
話
で
あ
る
。

当
時
、
鋼
沢
警
備
派
出
所
に
は
、
久
保
ち
や
ん

（久
保
英

一
隊
員
）
し
か
お
ら
ず
、
私
は
佐
伯
乗
彦
と
文
部
省
登
山
研

修
所
の
大
学
山
岳
部
の
夏
山
ソ
ー
ダ
ー
研
修
会
講
師
と
し
て
、
別
山
北
壁
で
岩
登
り
技
術
を
教
え
て
い
た
。

岩
場
で
研
修
生
相
手
に
講
釈
を
た
れ
て
い
る
と
、

「事
故
発
生
、
応
援
頼
ん
ま
～
す
」

と
の
マ
イ
ク
が
入
っ
た
。
派
出
所
で
、
鋼
山
荘
か
ら
の
連
絡
を
受
け
た
久
保
ち
ゃ
ん
が
管
理
所
の
マ
イ
ク
で
呼
び
か
け

て
い
る
の
だ
。
山
本

一
夫
主
任
講
師
か
ら
は
、
　
・

「谷
内
先
生
と
佐
伯
先
生
、
現
場
へ
行
っ
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
が
い
る
よ
う
で
し
た
ら
、　
い
つ
で
も
呼
ん
で
く
だ

さ
い
」

と
、
あ
り
が
た
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
現
場
へ
は
、
た
ま
た
ま
遊
び
に
き
て
い
た
元
山
岳
警
備
隊
員
の
佐
伯
栄
祥
も
行

っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

山
の
人
た
ち
の
仲
間
意
識
と
損
得
抜
き
の
協
力
に
は
、
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
が
す
る
。

事
故
の
パ
ー
テ
イ
ー
は
女
子

一
人
を
含
む
七
人
で
、
今
朝
、
早
月
小
屋
を
出
発
、
早
月
尾
根
を
登
り
飼
岳
頂
上
を
経
て

下
山
中
、
カ
ニ
つ
叢
這
い
付
近
で
遭
難
者
が
浮
き
石
に
乗
り
、
約

一
〇
メ
ー
ト
ル
転
落
し
、
顔
死
の
重
傷
を
負
っ
た
も
の

だ
っ
た
。

「体めば、そのうち治るわいね」「交代で担

いで降ろすか」と騒がしいなかで、緊急搬送を

必要とする発作と見抜いたのは、やはり現職の

強みである。

徳本峠の主の応対は籍構のらりくらりだった

そうだ。中高年登山者の我儘に、いちいち付き

合っていられないのが彼等の本音であろう。そ

れでもおたおたの騒ぎには同情して、「私も一

緒に担いであげましょう」とまでは申し出てく

れていた。

それでは間に合わない。「金沢大学の一」と

名乗ったところで、ようやく彼は真顔になり、

その後はまさに場馴れした対応で、ヘリ要請に

動いてくれた。要請してから10数分の空白時間

があったそうだ。後で、この間にA氏宅へ「ヘ

リ務魅 には75万かかるが払う意志があるか ?」
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さヤマブラス

との帥 晋子われていたと聞いた。民間ヘリは

この確認がとれない限りは飛ばないそうだ。と

もかく確認ができてから現場へは「ヘリの手配

がついた」との連絡が入ってきたのだった。

A氏は幸いに一命をとりとめ、詰まったのが

細い血管だったおかげで順調に回復し、職場復

帰の見込みもたった。後日お礼に来た時、

「どうしてもヘリでの搬送が必要だったとの医

師の証明があれ|よ 高辱医療として還付しても

らえるんですが 」と洩らした。

書類があれば書きますよと返事はしたのだが

この事件の教訓一ちょうど山渓 1月 号にも特

集が組まれている。くろゆりも今、改善を図ろ

うと苦慮しているところである。


